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今年度はアーティストや市民の芸術活動団体を支援する中間支援団体を対象に、その機能強化を

図るため、海外の中間支援団体の活動内容や組織、仕組み、資金調達方法などを調査し、今後

の自分たちの活動に役立てる内容としました。

主な視察先のオランダのアムステルダムやロッテルダムは、クリエイティブシティ推進に積極的に取

り組み、大きな成果を上げています。NPO 等の中間支援組織も数多く活躍しており、また行政・

NPO・企業の3つのセクターが協働することで、大きな推進力を発揮しているのが特徴です。

視察参加者は横浜市内で活動している中間支援団体から4団体を公募・選考し、10月下旬にオ

ランダ及びドイツに派遣しました。そしてその成果を今後の団体活動に具体的に活かすためのアク

ションプランを作成しました。

シンポジウムでは、視察先のオランダから講師を招聘し、多様な主体による活動が盛んなオラン

ダ・モデルと呼ばれる事例を紹介するとともに、横浜における中間支援組織の活動のあり方につい

て意見交換を行いました。

日・EU 市民交流年を機に、アートによる地域活性をテーマとして、日本各地のアートNPOと地方公

共団体がペアを組み、EU６カ国（英国、イタリア、アイルランド、フランス、フィンランド、ドイツ）

の創造都市戦略の取り組みを視察しました。
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能している。また、本来極めて「生活」に近い現場から生まれてき

た歴史的遺構のリノベーションである。

○ 事業名

寿アートフィールドプロジェクト（継続事業）

○ 事業目的

寿町地区にアートの効用を利用した活気・雰囲気作りを行って

いく。あくまでも、既存の様々な要素との共存を図りつつ、徒歩

圏内に魅力的な空間を創出し、ここにしかない「寿アートフィー

ルド」を作り、新たな産業へとつなげたい。宿泊機能であること

のアドバンテージを最大限に活かす。

○ 実施時期：継続中

○ 実施会場：寿町地区

○ 事業内容

・アートフィールドの形成

建物単位ではなく、階単位・室単位でドヤと契約していること

で、寿地区にホステルビレッジの有機的ネットワークが構築

されている。街の余剰を利用したそれらのスペースを軸に、

街全体を豊かにするような雰囲気作りを模索したい。その

ツールの軸に様々なアートワークを位置づけ、アートフィール

ドを形成。特に外部空間の充実を寿地区の重要な課題として

捉えていく。

・外部組織との連携

行政側や他の中間支援組織との連携を考える。すでにコンテ

ンツを持っている他の中間支援組織と契約をし、レジデンス

施設として機能させる。滞在アーティストとの様々なコラボ

レーションの形も見えてくるだろうし、アーティストの滞在自

体が街の雰囲気を形作っていくと予想される。

・独自のレジデンスプログラム

外部組織の連携に加えて、独自のレジデンスプログラムを提

案する。寿の外部スペースに滞在アーティストによる作品制

作を依頼することや、ワークショップの開催なども視野に入

れていきたい。

○ 視察成果を反映した部分

NDSM Wharfの歴史に見られる一連のプロセス。行政側の支

援から始まる流れではなく、民間側から自然発生的に生まれて

いった内側からの動きが外側へと広がり、最終的には行政側か

らの支援も得られつつ、新たな産業を生み出している。具体的

コンテンツというよりも、そのプロセスに重ね合わせたい。




